
○
内
容

　

技
能
体
験
教
室
、
優
れ
た
技
能

　

士
の
製
品
出
展
、
か
ん
な
削
り

　

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
技
能
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
９
９
（
２
２
６
）
３
２
４
０

交
通
遺
児
へ
の
育
成
資
金

　

独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対

策
機
構
で
は
、
交
通
遺
児
な
ど
へ

の
育
成
資
金
の
貸
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
自
動
車
事
故
が
原

因
で
死
亡
し
た
人
、
ま
た
は
重
度

の
後
遺
障
害
が
残
っ
た
人
の
子
ど

も
で
、
０
歳
か
ら
中
学
生
を
対
象

に
、
育
成
資
金
を
無
利
子
で
貸
し

付
け
る
制
度
で
す
。
ま
た
介
護
料

の
支
給
も
行
っ
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

自
動
車
事
故
対
策
機
構

　

交
通
事
故
被
害
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

☎
０
５
７
０
（
00
）
０
７
３
８

切
ら
ず
に
治
せ
る
が
ん
治
療

　

粒
子
線
は
従
来
の
放
射
線
と
は

異
な
り
、
止
ま
る
位
置
で
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
最
大
に
な
る
と
い
う
特
徴

を
利
用
し
た
が
ん
治
療
が
あ
り
ま

す
。
治
療
中
は
痛
み
や
熱
な
ど
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕

事
や
日
常
生
活
を
続
け
な
が
ら
、

外
来
治
療
が
可
能
で
、
治
療
後
の

社
会
復
帰
が
容
易
と
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　
（
財
）
メ
デ
ィ
ポ
リ
ス
医
学
研
究
財
団

　

が
ん
粒
子
線
治
療
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
３
（
23
）
５
１
８
８

刑
務
作
業
製
品
展
示
即
売

　

鹿
児
島
刑
務
所
で
は
、
受
刑
者

お
よ
び
非
行
少
年
の
更
生
な
ら
び

に
社
会
復
帰
を
目
的
に
、
第
31
回

九
州
矯
正
展
を
開
催
し
ま
す
。

○
開
催
期
間

　

10
月
26
日
（
土
）
～
27
日
（
日
）

○
場
所

　

国
分
運
動
公
園
内
国
分
体
育
館（
霧
島
市
）

　

駐
車
場
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行

○
入
場
料

　

無
料

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
刑
務
所
庶
務
課

　

☎
０
９
９
５
（
75
）
２
０
２
５

一
人
で
悩
ま
な
い
で

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
は
、
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
期

間
で
す
。
県
で
は
、
こ
の
運
動
の

一
環
と
し
て
、
配
偶
者
な
ど
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
、
離
婚
な

ど
の
悩
み
や
問
題
に
つ
い
て
「
女

性
の
た
め
の
法
律
１
１
０
番｣

を

実
施
し
、
女
性
弁
護
士
が
電
話
や

面
接
に
よ
り
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。
配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
に
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
我
慢
し
た
り
、
自
分
を
責
め

た
り
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約

優
先
と
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
日
時

　

11
月
19
日
（
火
）　

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
予
約
受
け
付
け
電
話
番
号

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
３
０

◎
問
い
合
わ
せ
先　

　

県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
（
２
２
１
）
６
６
０
３

青
少
年
育
成
の
日
、
家
庭
の

日
、
育
児
の
日

　

県
で
は
、「
青
少
年
育
成
の

日
」、「
家
庭
の
日
」、「
育
児
の

日
」
を
毎
月
定
め
、
県
民
一
体
と

な
っ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
、
子

育
て
支
援
な
ど
に
取
り
組
み
、「
日

本
一
の
く
ら
し
先
進
県
」
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
毎
月
第
３
土
曜
日

は
「
青
少
年
育
成
の
日
」
で
す
。

地
域
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
。毎
月
第
３
日
曜
日
は「
家

庭
の
日
」
で
す
。
明
る
い
家
庭
づ

く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
毎
月
19

日
は
「
育
児
の
日
」
で
す
。
子
育

て
を
支
え
て
い
く
取
り
組
み
を
積

極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
青
少
年
男
女
共
同
参
画
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
５
５
４

11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」

　

11
月
11
日
は
、
介
護
に
つ
い
て

理
解
と
認
識
を
深
め
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
と
そ
の
家
族
、
介
護

従
事
者
な
ど
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
地
域
社
会
に
お
け
る
支
え
合

い
や
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。「
介
護
の
日
」

に
合
わ
せ
て
、
関
係
団
体
に
よ
る

介
護
相
談
や
介
護
ふ
れ
あ
い
の
つ

ど
い
が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
る
各
種
催
し
や

研
修
会
も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
先

　

県
社
会
福
祉
課

　

☎
０
９
９
（
２
８
６
）
２
８
２
４

11 広報ながしま


